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近年，文部科学省では様々な課題に取り組む「生きる力」を育てるため，新学習指導要領が全面実施さ

れている．また文部科学省の「学校安全の推進に関する計画」では，通学路で児童が危害を加えられる

事件が発生し，大きな社会問題となることが挙げられている．多くの小学校では，児童の安全意識を高

めることを目的とした「安全マップ活動」が実施されている．本研究では，小学校安全教育の支援を目

的とするアプリケーションの開発・改良を行っており，本稿では主にフィールドワーク時に必要となる

資料作成機能の開発状況について報告する． 
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1. はじめに 

「第二次学校安全の推進に関する計画」では，自然

災害や交通事故，犯罪等の社会的な情勢は年々変化し

ており，今後の深刻化も懸念されている．それを踏ま

え，児童生徒等が主体的に行動する態度を育成する安

全教育を推進していく必要があるとされている[1]．例

えば，児童らの犯罪被害防止能力を高めるものとして，

地域安全マップ作り[2]という活動が実施されている． 

しかし，文部科学省の調査では，安全マップ作製の

実施状況は，93.9%(平成 19 年 3 月)から 49.2%(平成 31

年 3 月)に低下している[3]．この一因として，準備や

活動自体に多くの時間を割かれることが挙げられる

[4]．本研究では，こうした活動を支援するアプリケー

ションの開発・改良を行っており，本稿では主に補助

員向け配布資料作成の支援を行う機能の開発に関して

の報告を行う． 

2. システムを使用した安全マップ活動 

2.1 安全マップ活動概要 

防犯，防災，交通安全の観点において，児童の安全

意識を育むことを目的とした授業の一環で，自分の住

んでいる地域の安全な場所や危険な場所についてフィ

ールドワークを通じて調査し，地図にまとめることで

安全意識を育むことを目的とした活動のことである

[2]．図 1 に小学校での基本的な安全マップ活動の流れ

を示す． 

2.2 本アプリケーションを用いた活動の流れ 

これまで，安全マップ活動を行う際に，学校ごとの

活動形態にあわせた形で利用できるよう開発を進めて

きた．以下，安全マップ活動に対応するアプリケーシ

ョンの各モードについて記す。 

2.2.1 デスクワークモード 

活動の事前準備として各班の活動ルート・活動エリ 
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図 1 基本的な安全マップ活動の流れ 

 

アの登録を行う．また，防災エリアや避難経路，フィ

ールドワーク中に目印となる施設などの記録も行える

ため，児童がフィールドワークに向けて事前に学習す

ることができる． 

2.2.2 フィールドワークモード 

活動中に調査した安全・危険な場所や一般の人への

インタビュー内容をポイントとして，写真・メモ・録

音機能を用いて記録することができる．記録したポイ

ントはアイコンとして地図上に自動で表示されていく． 

2.2.3 まとめモード 

発表会・安全マップ印刷の準備として，フィールド

ワークモードで登録したポイント情報の編集，発表会

で発表するポイントの選択，安全マップを印刷する際

に記載するポイントの選択ができる．また，発表時に

は作製した地図やポイントごとの情報をスクリーンに

映し，手元のタブレットで操作しながら発表すること

ができる． 

2.2.4 その他モード 

地図データやポイントなど活動に必要なデータの管

理・編集，活動の観点や対象学年などを活動に合わせ

て変更できるカスタマイズ設定，アプリケーションに

関する情報の表示が可能である．また，登録したポイ

ントの情報を 1 枚の紙地図にまとめ，画像として保存

することができ，印刷することで校内の掲示や，児童

への配布物として家族との情報共有も行える． 

3. システムの改良 

3.1 新たな機能の追加 

安全マップ活動を実施する際に必要な準備の一つと

して，フィールドワークに同行する教員や保護者など

の活動補助員に向けた資料の作成が挙げられる．資料

には活動範囲の地図のほか，緊急時のタブレットの操

作説明や連絡先など，補助員が安全マップ活動中の児

童をサポートするために必要な情報を記載する必要が

あると考えられる．一般的に資料を用意する場合，PC

等を用いて資料の作成を行うが，記載する情報の用意

や編集作業は大きな手間となると考えられる．筆者ら

がこれまでに行ってきた安全マップ活動においても，

資料準備の手間を減らすことができないかということ

が課題として挙げられていた．そこで，補助員向け資

料作成の負担の低減を図るため，資料をタブレットか

ら容易に作成できる機能をアプリケーションに実装す

ることを考えた． 

3.2 スタッフ待機場所登録機能 

 これまでに行ってきた安全マップ活動では，児童に

同行する補助員とは別に，機材トラブルなど不測の事

態にも迅速に対応できるよう，活動エリア内に数人の

スタッフを配置する形式も想定された．そのため補助

員向け資料作成機能では，地図上にスタッフの待機場

所を記載できるようにする必要があると考えた．そこ

で，スタッフの待機場所の登録もタブレットから行う

ことができるよう，図 2 のようなレイアウトで機能の

実装を進めている．登録時には，登録開始ボタンを押

した後，地図の待機場所として登録する箇所を長押し

することで待機場所を登録することができるようにす

る．また，登録した待機場所はアイコンとして地図上

に自動で表示されていき，右下の待機場所一覧にも追

加されていくようにする． 
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図 2 スタッフ待機場所登録機能のレイアウト案 

 

3.3 補助員向け資料出力機能 

資料作成を容易に行うため，あらかじめ用意したレ

イアウトに各班の地図や緊急連絡先を自動で当てはめ，

資料の出力を行う機能の実装を進めている．また，活

動中にトラブルが起こった場合にも補助員が迅速に対

応できるよう，図 3 のレイアウトのように緊急連絡先・

注意事項・タブレットの操作説明等を記載する． 

 

図 3 補助員向け資料のレイアウト案 

 

4. まとめ 

本稿ではアプリケーションにおける資料作成支援機

能の開発について報告した．これにより，教員の資料

作成の手間の低減につながるものと考えられる．今後

は実際の活動を通し，教員の評価を踏まえたより使い

やすい機能へと改良が必要である． 
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